
特
集
・
歩
行
者
空
間
⑦
　

都
心
部
の
歩
行
者
空
間

一
―
は
じ
め
に

二
―
歩
行
者
空
間

三
―
都
市
修
景
と
し
て
の
歩
道

四
―
道
路
付
属
物
、
施
設
物
に
つ
い
て

五
―
維
持
管
理
に
つ
い
て

六
―
お
わ
り
に

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
限
ら
れ

た
道
路
空
間
の
場
合
、
人
と
車
と
の
分
配
率

は
、
難
し
い
問
題
と
な
る
。
文
化
・
娯
楽
・
施
設

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
散
歩
な
ど
に
集
ま
る
人
々
、

オ
フ
ィ
ス
・
官
庁
街
に
通
勤
す
る
人
々
な
ど
、

そ
の
地
域
の
利
用
形
態
に
よ
っ
て
、
そ
の
道
路

空
間
の
位
置
づ
け
が
異
な
り
、
人
と
車
と
の
分

配
率
が
決
定
さ
れ
る
。

　
で
は
歩
行
者
に
と
っ
て
、
ど
の
く
ら
い
の
面

積
、
幅
員
が
必
要
と
な
る
の
だ
ろ
う
か
、
技
術

的
側
面
か
ら
考
察
し
て
み
る
。
歩
行
者
数
と
歩

道
幅
員
の
関
係
は
、
歩
行
者
数
を
P
（
人
／
h
）
、

歩
道
幅
員
を
W
（
m
）
、
歩
行
者
群
密
度
を
P
p

（
人
/
㎡
）
と
す
る
と
、
P
=
3
6
0
0
.
P
p
c
・
v
・
W
（
人

＼
h
）
と
な
る
。
駅
施
設
等
の
実
測
結
果
に
よ
る

と
、
歩
行
者
群
密
度
P
p
=
0
.
7
～
1
.
6
（
人
／
㎡
）
、
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一
―
は
じ
め
に

　
都
心
部
で
あ
る
中
区
に
は
、
山
千
、
伊
勢
佐

木
町
、
野
毛
、
馬
車
道
、
中
華
街
、
山
下
町
と

種
々
の
特
異
性
の
あ
る
街
が
点
在
す
る
。

　
こ
れ
の
街
は
、
横
浜
開
港
（
安
政
六
年
）
当

時
か
ら
創
ら
れ
、
明
治
九
年
に
は
、
関
内
地
区

は
都
市
計
画
に
よ
り
、
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
整

備
さ
れ
た
が
、
関
東
大
震
災
に
よ
り
大
き
な
打

撃
を
受
け
、
そ
の
街
並
の
形
態
は
ほ
と
ん
ど
崩

壊
し
て
し
ま
っ
た
。

　
戦
災
後
も
都
心
部
は
、
占
領
軍
に
よ
る
大
規

模
な
接
収
の
た
め
、
戦
後
の
復
興
は
、
文
化
、

社
会
、
経
済
と
あ
ら
ゆ
る
面
で
、
非
常
に
立
ち

遅
れ
を
と
っ
た
と
い
う
歴
史
的
背
景
を
も
つ
。

こ
の
よ
う
な
幾
多
の
社
会
状
況
の
変
遷
の
中
で

み
た
い
。

各
々
の
地
区
は
、
伝
統
、
文
化
を
保
ち
な
が
ら

ま
た
街
の
住
民
、
市
民
に
よ
り
個
性
あ
ふ
れ
る

街
と
し
て
変
貌
し
て
き
た
。

　
こ
れ
ら
街
を
形
成
す
る
重
要
な
役
割
を
占
め

る
道
路
に
つ
い
て
、
ル
ド
ル
フ
ス
キ
ー
は
、

「
街
路
と
は
、
エ
リ
ア
で
な
く
し
て
、
ボ
リ
ュ
ー

ム
で
あ
り
、
完
璧
な
街
路
と
は
、
調
和
の
と
れ

た
空
間
で
あ
る
。
そ
れ
は
周
辺
の
環
境
と
は
切

り
離
せ
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
線
的
に
連
続
し
た
空
間
は
、
そ
の
網
ら

の
仕
方
、
そ
の
活
用
、
そ
の
他
諸
々
の
要
素
で

都
市
を
組
織
化
さ
せ
、
調
合
す
る
こ
と
に
よ

り
、
都
市
機
能
を
円
滑
化
し
融
合
さ
せ
て
、
景

観
を
創
り
出
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
、
こ
の
空
間
に
お
け
る
諸
要
素
を
、

歩
行
者
を
中
心
に
し
て
、
次
の
各
点
で
述
べ
て

二
―
歩
行
者
空
間

　
高
度
成
長
時
代
の
車
優
先
思
想
は
、
環
境
の

悪
化
現
象
（
排
気
ガ
ス
、
交
通
事
故
、
渋
滞
等
）

を
引
き
起
こ
し
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
や
市
民
の
価

値
感
の
変
化
に
伴
っ
て
、
人
間
優
先
思
想
へ
と

移
行
し
て
き
た
。
道
路
の
目
的
が
、
車
中
心
か

ら
人
間
中
心
へ
変
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
道
路

の
構
成
位
置
づ
け
が
全
く
変
異
す
る
こ
と
に
な

る
。

　
し
か
し
都
市
生
活
に
お
い
て
、
車
の
必
要
性

は
言
う
に
及
ば
な
い
。
そ
こ
で
都
心
部
で
は
、

車
と
人
と
が
い
か
に
共
存
す
る
か
が
、
一
つ
の

課
題
と
な
っ
て
い
る
。



歩
行
者
群
速
度
v
=
1
.
0
m
（
m
/
s
e
c
）
程
度
と
な

っ
て
い
る
。
も
し
P
p
=
O
.
7
(
w
/
s
e
c
)
と
し
て
、

こ
の
数
値
を
代
入
す
れ
ば
、
P
=
2
5
0
0
W
（
人

/
h
）
と
な
り
、
相
当
数
の
通
行
能
力
が
可
能
と

さ
れ
る
が
、
通
常
一
般
の
歩
道
で
は
、
散
歩
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
が
含
ま
れ
る
た
め
、
こ
の

数
式
は
、
適
当
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
歩
行

者
は
一
・
三
～
三
・
三
㎡
の
面
積
で
あ
れ
ば
、
「
が

ま
ん
で
き
る
」
状
態
と
さ
れ
て
い
る
が
、
心
理

的
に
は
圧
迫
感
を
感
じ
、
そ
の
疲
労
度
は
歩
行

速
度
や
荷
物
を
持
っ
て
い
る
か
否
か
等
、
個
人

的
差
違
が
大
き
い
と
さ
れ
て
い
る
。
で
は
歩
行

者
が
快
適
で
無
制
約
に
歩
行
で
き
る
面
積
は
、

ど
の
く
ら
い
必
要
か
と
い
う
と
、
一
二
（
㎡
／

人
）
以
上
あ
れ
ば
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
歩
行
が

で
き
る
と
い
え
る
。

　
歩
道
幅
員
は
、
歩
行
者
一
人
当
り
の
占
有
幅

七
五
四
を
基
準
に
と
り
、
往
来
す
る
人
を
考
慮

し
、
一
・
五
ｍ
を
最
小
幅
員
と
し
て
い
る
。
し

か
し
人
間
性
向
と
し
て
、
歩
道
の
端
、
建
物
の

壁
に
沿
っ
て
歩
こ
う
と
し
な
い
し
、
ま
た
歩
道

上
に
街
路
灯
・
電
柱
・
ポ
ス
ト
・
パ
ー
キ
ン
グ

メ
ー
タ
ー
の
よ
う
な
障
害
物
が
あ
れ
ば
、
そ
れ

を
歩
道
幅
に
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と

す
れ
ば
、
で
き
得
る
な
ら
ば
、
二
・
〇
ｍ
の
歩
道

幅
を
最
小
限
と
し
て
確
保
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
あ
る
一
定
の
歩
道
空
間
が
、
歩
行
者

と
歩
道
幅
員
と
の
関
係
か
ら
飽
和
度
に
達
し
て

い
る
場
合
、
ま
た
商
店
街
の
よ
う
に
シ
ヨ
ッ
ピ

ン
グ
の
た
め
に
歩
行
者
が
立
ち
止
ま
る
場
合
等

ぱ
、
そ
の
道
路
構
成
に
工
夫
が
な
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
次
に
述
べ
る
点
は
、
現
在
都
心
部
で
実
施
さ

れ
て
い
る
歩
行
者
空
間
の
拡
大
の
方
法
で
あ

る
。

①
―
法
的
規
制

　
あ
る
一
定
区
間
、
地
域
の
車
両
を
道
路
交
通

法
の
も
と
で
、
一
定
時
な
い
し
終
日
交
通
規
制

し
、
車
両
の
通
行
を
禁
止
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
交
通
解
放
ゾ
ー
ン
は
、
歩
行
者
と
車
両

を
完
全
に
分
離
す
る
た
め
歩
行
者
の
安
全
を
確

保
し
、
飽
和
度
を
解
消
す
る
た
め
に
利
便
性
・

快
適
性
を
与
え
る
。
ま
た
物
理
的
環
境
（
大
気

汚
染
・
騒
音
・
美
観
）
、
経
済
的
環
境
（
商
店

の
売
上
高
・
土
地
利
用
）
等
に
非
常
に
好
ま
し

い
状
況
を
設
定
す
る
。

　
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
周
辺
地
域
の
交
通
量
、

商
品
配
送
、
駐
車
、
公
共
交
通
機
関
等
の
要
因

を
把
握
し
、
交
通
環
境
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
例
え
ば
、
伊
勢
佐
木
モ
ー
ル
で
は
二
四
時
間

規
制
、
元
町
商
店
街
で
は
、
土
曜
・
日
曜
・
祝

日
を
一
二
～
一
八
時
ま
で
の
交
通
規
制
と
い
う

形
態
で
実
施
し
て
い
る
。

②
―
壁
面
後
退

　
建
築
物
の
壁
面
後
退
に
よ
り
、
歩
道
の
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
拡
大
し
、
街
路
景
観
と
し
て

新
し
い
魅
力
的
な
街
並
み
、
商
店
街
に
す
る
方

法
で
あ
る
。

　
山
下
公
園
前
街
区
は
、
港
の
玄
関
口
と
し
て

の
伝
統
を
守
る
た
め
、
街
を
無
秩
序
な
街
路
地

区
に
し
な
い
よ
う
に
行
政
指
導
に
よ
っ
て
建
築

物
の
壁
面
後
退
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
重
厚

さ
の
あ
る
街
と
な
る
よ
う
建
築
物
の
指
定
を

し
、
各
建
築
物
間
に
調
和
性
（
デ
ザ
イ
ン
・
色

彩
）
を
持
た
せ
る
よ
う
な
措
置
を
、
施
主
側
の

協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
馬
車
道
商
店
街
は
、
街
路
修
景
に
ふ
さ

わ
し
い
建
築
物
等
に
関
し
、
壁
面
後
退
を
う
た

っ
た
「
街
作
り
協
定
書
」
を
作
成
し
、
積
極
的

な
街
作
り
を
目
指
し
て
い
る
。

③
―
既
成
道
路
に
よ
る
歩
道
拡
幅

　
市
街
地
に
お
け
る
一
般
的
道
路
は
、
歩
行
者

と
車
と
が
共
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
住
民
の
生

活
権
、
利
便
性
が
保
持
さ
れ
る
。
そ
こ
に
歩
行

者
の
た
め
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置
し
、
ま
た
複

断
面
（
歩
道
と
車
道
に
段
差
が
あ
る
）
と
し
、

物
理
的
に
安
全
性
を
確
保
し
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
る
。
そ
の
道
路
幅
員
が
充
分
で
あ
る
な
ら

ば
、
車
両
、
歩
行
者
の
通
行
は
円
滑
か
つ
安
全

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
実
の
幅
員
は

充
分
で
は
な
く
、
そ
の
た
め
の
道
路
拡
幅
は
地

価
高
騰
、
居
住
者
と
の
折
衝
等
、
改
良
化
が
困

難
で
あ
る
。

　
と
な
る
と
、
現
状
の
道
路
幅
員
構
成
を
再
度

検
討
し
、
両
面
通
行
の
道
路
で
あ
れ
ば
、
一
方

通
行
案
等
の
措
置
を
交
通
管
理
者
と
沿
道
住
民

の
協
力
で
実
施
し
、
出
来
得
る
限
り
の
歩
道
拡

幅
化
を
は
か
っ
て
、
歩
行
者
優
先
思
想
を
取
り

入
れ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

す
な
わ
ち
、
場
所
な
り
ル
ー
ト
的
に
交
通
量

の
少
な
い
箇
所
で
は
、
思
い
切
っ
て
車
道
幅
を

狭
め
る
工
夫
が
よ
り
大
事
で
あ
り
、
か
つ
実
施

し
て
い
く
べ
き
す
う
勢
に
あ
る
。

三
―
　
　
都
市
修
景
と
し
て
の
歩
道

　
都
市
の
代
名
詞
と
し
て
「
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
ジ

ャ
ン
グ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ビ
ル
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の

道
路
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
無
機
的
要
素
が
与
え

る
イ
メ
ー
ジ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
し
か
し
都
市
は
、
人
々
が
そ
こ
に
集
ま
り
、

有
機
化
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
化
し
て
、
社
会
機
構

を
動
か
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
空
間
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
道
路
景
観
が

画
一
的
で
あ
る
た
め
、
魅
力
あ
る
都
市
と
い
う

わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。

　
道
路
が
都
市
修
景
に
与
え
る
影
響
を
考
え
て

み
る
と
、
そ
の
路
面
の
変
化
、
多
様
性
と
、
各

建
築
物
と
が
、
相
互
に
融
合
さ
れ
た
な
ら
ば
、

そ
の
街
並
み
は
、
一
体
感
の
あ
る
魅
力
あ
る
街

と
し
て
生
ま
れ
か
お
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
街
づ
く
り
を
す
す
め
る
た
め

に
、
そ
の
地
域
の
特
殊
性
を
考
慮
し
た
新
し
い

歩
道
の
整
備
を
進
め
る
上
で
、
量
か
ら
質
へ
の

転
換
を
い
か
に
す
べ
き
か
、
素
材
、
施
工
等
を
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ふ
ま
え
て
述
べ
て
み
る
。

①
―
歩
道
の
素
材

　
道
路
美
観
を
目
指
す
試
み
と
し
て
新
し
い
素

材
に
よ
る
歩
道
形
態
は
、
そ
の
景
観
に
、
展
開

性
、
拡
張
性
を
も
た
ら
す
要
因
と
な
り
、
一
つ

の
素
材
選
択
に
よ
り
そ
の
街
の
様
相
を
変
容
さ

せ
る
。
歩
道
と
し
て
使
用
さ
れ
る
素
材
の
必
要

条
件
は
、
①
快
適
性
で
あ
る
こ
と
（
す
べ
り
に

く
い
、
平
坦
性
で
あ
る
）
、
②
施
行
し
や
す
い

こ
と
、
③
経
済
性
に
富
む
こ
と
、
④
耐
久
性
が

あ
る
こ
と
、
⑤
美
的
調
和
性
が
あ
る
こ
と
、
⑥

維
持
管
理
し
や
す
い
こ
と
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
現
在
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
る
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
美
的
調
和
性
と
い
う
点

を
除
い
て
は
、
他
の
条
件
に
か
な
う
素
材
で
あ

写真一１　谷戸坂歩道

る
。
平
板
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
六
八
年
頃
の
学

生
運
動
に
よ
り
、
は
が
さ
れ
危
険
な
た
め
、
そ

れ
以
来
あ
ま
り
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
。
し
か
し

近
年
ま
た
デ
ザ
イ
ン
性
、
重
量
の
あ
る
も
の
と

多
種
に
わ
た
り
製
品
化
さ
れ
、
見
直
さ
れ
て
き

た
。
こ
の
よ
う
に
社
会
の
変
化
と
共
に
姿
を
消

し
、
ま
た
形
態
を
変
え
て
出
現
す
る
こ
と
も
あ

る
。
レ
ン
ガ
タ
イ
ル
等
新
し
い
素
材
も
、
今
後

い
か
な
る
経
緯
を
た
ど
る
か
は
注
目
さ
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
素
材
の
必
要

条
件
を
全
て
満
足
し
得
る
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
な

素
材
を
選
択
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。
そ

の
時
代
、
環
境
、
情
勢
と
Ｔ
・
Ｐ
・
Ｏ
的
発
想

に
よ
り
、
将
来
を
ふ
ま
え
て
、
各
要
素
を
取
捨

選
択
し
、
最
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
も
の
を
、
使

写真一２　山下公園前歩道

用
す
る
こ
と
が
好
ま
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。

②
―
施
工
例

(
ア
)
自
然
石
類
〈
御
影
石
・
玉
石
・
鉄
平
石
等
〉

　
山
手
通
り
の
歩
道
は
、
以
前
市
電
の
敷
石
に

使
用
さ
れ
て
い
た
御
影
石
を
、
山
手
地
区
に
調

和
あ
る
も
の
と
し
て
歩
道
部
に
敷
き
並
べ
再
利

用
し
た
。
ま
た
歩
車
道
境
界
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
た
御
影
石
は
、
再
利
用
す
る
た

め
、
よ
う
か
ん
割
り
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
を
立
て
並

べ
、
外
人
墓
地
脇
見
尻
坂
、
谷
戸
坂
の
歩
道
に

施
工
し
た
（
写
真
―
１
）
。

　
山
下
公
園
前
歩
道
で
は
、
街
路
樹
の
酸
欠
対

策
と
し
て
通
気
性
・
給
水
・
街
並
み
と
の
調
和

等
を
配
慮
の
上
、
コ
ス
ト
高
で
は
あ
る
が
、
半

山下公園歩道断面図

恒
久
的
で
あ
り
維
持
管
理
し
や
す
い
点
で
御
影

石
を
採
用
し
た
（
写
真
―
２
）
。

(
イ
)
レ
ン
ガ
類
〈
素
焼
レ
ン
ガ
・
レ
ン
ガ
タ
イ
ル

・
ク
リ
ー
ン
タ
イ
ル
等
〉

　
伊
勢
佐
木
モ
ー
ル
、
馬
車
道
通
り
、
中
華
街

〈
西
門
・
南
門
・
東
門
〉
等
多
く
に
使
用
さ
れ

て
い
る
が
、
コ
ス
ト
的
に
高
く
、
地
元
の
負
担

で
施
工
し
て
い
る
。
そ
の
色
、
柄
、
大
き
さ
、

張
り
方
等
は
多
種
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ

ー
ン
・
デ
ザ
イ
ン
が
可
能
で
、
周
囲
の
環
境
に
。

容
易
に
マ
ッ
チ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し

施
工
、
補
修
に
手
間
が
か
か
る
点
が
短
所
と
さ

れ
る
。

(
ウ
)
平
板
類
〈
カ
ラ
ー
平
板
・
洗
い
出
し
平
板
・

ポ
ラ
コ
ン
平
板
等
〉

　
平
板
類
は
、
一
般
に
は
三
〇
×
四
〇
㎝
角
の

写真一３　共立学園前歩道
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も
の
が
あ
り
、
厚
さ
は
六
㎝
で
あ
る
が
、
型
枠

に
よ
り
種
々
の
形
態
が
可
能
と
な
り
、
近
年
多

く
の
種
類
の
製
品
が
作
ら
れ
て
い
る
。
施
工
性

も
良
く
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
が
で
き
る
が
、

曲
線
の
多
い
歩
道
に
は
適
さ
な
い
。
ま
た
平
板

下
を
砂
路
盤
と
す
る
な
ら
ば
街
路
樹
に
も
適
し

て
い
る
。
摩
擦
抵
抗
値
の
高
い
洗
い
出
し
御
影

平
板
と
黒
玉
石
平
板
を
併
用
し
た
も
の
を
共
立

学
園
脇
歩
道
に
施
工
し
た
（
写
貞
―
３
）
。

（
エ
）
カ
ラ
ー
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
・
ペ
イ
ン
ト
類

　
カ
ラ
ー
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
モ
ル
タ
ル
は
、
伊
勢

佐
木
町
三
～
七
丁
目
間
の
車
道
部
に
色
鮮
や
か

な
模
様
と
し
て
施
工
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
色
彩

が
強
調
で
き
る
た
め
、
歩
行
者
の
遂
行
の
安
全

確
保
に
役
立
つ
よ
う
な
工
夫
が
で
き
る
。
た
だ

し
カ
ラ
ー
ア
ス
コ
ン
類
は
落
色
し
や
す
く
、
ぺ

写真一４　乙女坂

す
べ
き
で
あ
る
。

四
―
　
　
道
路
付
属
物
、
施
設
物

イ
ン
卜
類
は
、
は
げ
や
す
い
点
が
欠
点
と
さ
れ

る
。

　
以
上
の
他
に
も
、
芝
・
木
材
・
自
然
石
等
の

素
材
の
併
用
の
工
夫
に
よ
り
、
自
然
的
景
観
を

か
も
し
だ
す
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。

③
―
階
段
と
し
て
の
歩
道

　
バ
ペ
ル
の
塔
、
神
社
等
と
、
昔
階
段
は
崇
高

な
意
味
あ
い
を
も
っ
て
い
た
が
、
今
日
は
生
活

の
必
要
上
だ
け
で
取
り
扱
わ
れ
な
お
ざ
り
に
さ

れ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。
た
だ
単
に
、
昇
っ
て

疲
れ
る
階
段
で
は
な
く
、
昇
り
や
す
く
楽
し
め

る
も
の
で
あ
れ
ば
、
歩
行
者
は
心
軽
や
か
に
昇

降
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
階
段
勾
配

は
、
老
人
・
子
ど
も
の
使
用
を
考
慮
し
、
蹴
上

面
は
一
五
㎝
以
下
、
踏
幅
は
三
〇
㎝
以
上
と

し
、
一
定
勾
配
と
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
階
段

途
中
に
は
踊
り
場
と
手
す
り
の
設
置
が
必
要
で

あ
る
。
階
段
は
構
築
さ
れ
る
と
荷
重
が
あ
ま
り

か
か
ら
な
い
た
め
、
半
恒
久
的
に
永
続
す
る
も

の
な
の
で
、
周
辺
の
状
況
に
マ
ッ
チ
し
た
素
材

を
選
択
し
、
機
能
美
あ
る
階
段
と
す
べ
き
で
あ

る
。

　
現
在
、
鉄
平
石
で
施
工
し
た
箇
町
と
し
て
、

横
浜
学
院
下
の
乙
女
坂
（
写
真
―
４
）
、
大
仏

次
郎
会
館
の
下
の
干
鳥
坂
、
ま
た
洗
い
出
し
御

影
ブ
ロ
ッ
ク
で
フ
ェ
リ
ス
学
院
下
、
横
浜
女
子

高
業
横
等
の
通
学
路
を
施
工
し
て
い
る
。
階
段

で
は
滑
っ
て
こ
ろ
ぶ
危
険
性
が
あ
り
、
そ
の
素

材
に
は
十
分
摩
擦
抵
抗
値
の
高
い
材
料
を
検
討

①
―
街
路
樹

　
「
道
路
緑
化
基
準
」
に
は
、
そ
の
機
能
と
し

て
、
①
修
景
機
能
、
②
安
全
施
設
機
能
、
③
環

境
保
全
機
能
を
踏
ま
え
て
、
樹
栽
、
形
式
、
植

樹
規
模
を
決
定
す
る
。
そ
の
計
画
に
あ
た
っ
て

は
、
地
域
の
特
性
、
自
然
環
境
、
道
路
の
規
格

構
造
、
沿
道
条
件
等
に
適
合
す
る
よ
う
配
慮

し
、
植
栽
を
施
す
場
所
、
範
囲
及
び
樹
種
そ
の

他
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て

い
る
。

　
馬
車
道
通
り
に
「
街
路
樹
発
祥
の
地
」
の
石

碑
が
設
置
し
て
あ
る
。
街
道
樹
発
祥
と
し
て
の

由
緒
あ
る
伝
統
が
あ
り
、
山
下
公
園
前
通
り
、

日
本
大
通
り
に
は
、
樹
令
五
〇
年
以
上
の
大
き

な
銀
杏
が
立
ち
並
び
重
厚
さ
を
与
え
て
い
る
。

　
中
区
だ
け
で
も
多
く
の
街
路
樹
が
あ
り
、
若

葉
、
青
葉
、
紅
葉
、
ま
た
色
と
り
ど
り
の
花
々

と
、
街
路
修
景
の
四
季
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

る
。

　
こ
れ
ら
街
路
樹
は
、
人
間
の
視
覚
、
嗅
覚
、

触
覚
に
働
き
か
け
、
自
然
の
息
吹
き
を
感
じ
さ

せ
、
精
神
的
安
ら
ぎ
、
憩
を
与
え
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
街
路
樹
は
生
物
で
あ
る
た
め
水
分
、
通
気
、

栄
養
分
が
な
け
れ
ば
枯
れ
て
し
ま
う
。
山
下
公

園
前
、
関
内
大
通
り
の
銀
杏
の
根
は
、
空
気
の

流
通
が
悪
い
た
め
道
路
を
隆
起
さ
せ
る
結
果
に

な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
維
持
管
理
の
た
め
今
後
は
特
に
植

樹
に
対
し
、
通
気
作
用
、
給
水
作
用
を
歩
道
構

造
の
中
で
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
透
水
性
の
あ
る
素
材
、
平
板
等
は
目
地
間

を
広
め
に
と
り
、
路
盤
と
し
て
砂
系
統
を
用
い

て
、
そ
の
作
用
が
、
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
配

慮
、
工
夫
し
て
い
る
。

　
ま
た
植
樹
の
選
定
で
あ
る
が
、
ラ
イ
ン
（
主

に
幹
線
道
路
）
と
ゾ
ー
ン
（
面
的
道
路
）
を
分

離
し
、
道
路
上
に
無
秩
序
に
植
栽
せ
ず
、
で
き

る
だ
け
ラ
イ
ン
上
に
は
、
単
一
の
植
種
に
し
、

ゾ
ー
ン
に
は
そ
の
各
通
り
で
個
性
を
も
た
せ
る

こ
と
が
好
ま
し
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

②
―
電
柱
の
地
下
化

　
電
柱
に
は
、
東
電
柱
、
電
々
柱
等
々
何
種
類

か
あ
り
、
そ
の
直
径
幅
は
約
三
五
㎝
あ
る
。
こ

の
電
柱
が
歩
道
上
の
至
る
所
に
立
ち
並
び
、
空

を
見
上
げ
る
と
蜘
蛛
の
巣
の
よ
う
に
電
線
が
張

り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
の
は
、
周
知
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
街
路
樹
は
電
線
の
た
め
枝
を
剪
定
さ

れ
、
自
然
の
形
態
を
保
持
で
き
ず
、
こ
ぶ
し
だ

ら
け
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
多
く
見
受
け
ら
れ

る
。
電
柱
の
及
ぼ
す
影
響
は
、
歩
行
者
の
通
行

障
害
、
街
路
樹
の
成
育
上
も
好
宜
し
く
な
く
、

ま
た
災
害
時
の
危
険
性
、
消
防
活
動
に
も
支
障

を
き
た
す
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ

ら
電
線
、
電
話
線
は
、
都
市
生
活
上
欠
く
こ
と

526

調査季報66―80.



の
で
き
な
い
公
共
施
設
物
で
あ
る
。
今
後
電
柱

の
ケ
ー
ブ
ル
化
に
よ
り
、
歩
道
空
間
の
拡
大
、

都
市
修
景
が
図
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

ケ
ー
ブ
ル
化
の
困
難
な
点
は
い
く
つ
か
あ
る
。

電
線
の
場
合
は
、
非
常
な
コ
ス
ト
高
、
次
に
需

要
の
変
化
に
対
応
し
に
く
い
点
、
ま
た
故
障
箇

所
が
発
見
し
に
く
い
と
い
う
保
守
管
理
の
難
し

い
点
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
即
対
応
し
に
く
い

要
素
が
多
い
。
ビ
ル
地
域
で
は
、
以
上
の
点
も

あ
る
程
度
解
消
で
き
得
る
の
で
あ
る
が
、
家
庭

需
要
に
対
応
す
る
に
は
、
引
込
管
、
電
力
の
相

違
、
経
済
的
負
担
を
強
い
る
等
数
々
の
課
題
が

あ
る
。

　
現
在
関
内
大
通
り
（
尾
上
町
～
本
町
交
差
点
）

で
は
、
街
路
樹
の
枝
張
の
た
め
、
架
空
電
線
が

支
障
に
な
る
と
の
理
由
に
よ
り
ケ
ー
ブ
ル
化
さ

れ
た
。
都
心
部
で
は
、
計
画
的
に
一
部
地
下
化

を
推
進
し
つ
つ
あ
る
が
、
新
し
い
街
づ
く
り
の

担
い
手
と
し
て
早
急
な
実
現
を
望
む
と
こ
ろ
で

あ
る
。

ク
ホ
テ
ル
前
照
明
灯
は
、
新
し
い
シ
ン
ボ
リ
ッ

ク
な
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
伝
統
あ
る
施
設
物
は
後
世
に
存
続
す
る
た
め

の
十
分
な
維
持
管
理
を
し
、
新
し
い
施
設
物

は
、
機
能
性
、
デ
ザ
イ
ン
、
多
目
的
利
用
を
考

慮
し
な
が
ら
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
も
の
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
歩
行
者
の
支
障
に
な

ら
ず
、
そ
の
価
値
が
最
大
限
に
発
揮
し
得
る
位

置
選
定
も
必
要
で
あ
る
。

五
―
　
　
維
持
管
理
に
つ
い
て

③
―
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー

　
道
路
上
に
は
、
街
路
灯
、
電
話
ボ
ッ
ク
ス
、

信
号
柱
、
標
識
類
、
親
柱
、
ス
ツ
ー
ル
・
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
、
ベ
ン
チ
等
数
々
の
公
共
施
設
物
、

占
用
物
件
が
道
路
空
間
の
一
部
を
占
め
て
い

　
吉
田
橋
・
馬
車
道
の
ガ
ス
灯
は
、
伝
統
あ
る

施
設
物
と
し
て
復
元
し
、
弁
天
橋
親
柱
、
シ
ル

　
道
路
管
理
者
は
道
路
の
交
通
の
円
滑
化
を
図

り
、
歩
行
者
の
安
全
確
保
と
道
路
自
体
の
財
産

保
全
の
た
め
、
道
路
監
察
、
監
視
等
々
種
々
の

業
務
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
特
殊
舗
装
と
な

る
と
、
そ
の
維
持
管
理
も
一
般
と
は
異
な
り
、

多
く
の
問
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

伊
勢
佐
木
モ
ー
ル
に
使
用
さ
れ
た
レ
ン
ガ
タ
イ

ル
は
一
〇
種
類
、
枚
数
は
合
計
約
五
一
万
八
千

枚
と
相
当
数
に
の
ぼ
る
。
こ
の
た
め
維
持
補
修

材
と
し
て
、
そ
の
種
類
全
て
に
わ
た
り
、
三
～

五
パ
ー
セ
ン
ト
の
ス
ト
ッ
ク
を
確
保
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ス
ト
ッ
ク
材
を
四
パ
ー
セ
ン
ト

と
し
て
も
、
二
万
七
百
枚
に
の
ぼ
る
た
め
、
モ

の
置
場
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

ま
た
補
修
す
る
場
合
、
そ
の
レ
ン
ガ
の
壊
れ
た

規
模
、
箇
所
に
よ
り
施
工
が
困
難
に
な
り
、
補

修
規
模
が
大
き
く
な
り
が
ち
で
あ
る
。
耐
久
性

入
を
考
え
る
過
渡
期
で
あ
ろ
う
。

　
建
築
物
の
壁
面
後
退
に
つ
い
て
も
、
歩
道
が

拡
大
さ
れ
た
が
、
後
退
し
た
部
分
の
ス
ペ
ー
ス

は
道
路
法
上
の
歩
道
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
管

理
は
覚
え
書
に
基
づ
き
そ
の
建
築
主
が
行
っ
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
の
点
に
も
検
討
す
べ
き
事

項
が
内
在
し
て
い
る
と
思
う
。

六

の
面
で
も
、
新
し
く
使
用
さ
れ
た
素
材
で
あ
る

た
め
、
そ
の
耐
久
限
度
は
判
断
し
に
く
い
。
こ

の
よ
う
に
種
々
の
問
題
が
あ
る
た
め
、
伊
勢
佐

木
モ
ー
ル
で
は
い
地
元
で
管
理
委
員
会
を
設

け
、
「
伊
勢
佐
木
モ
ー
ル
管
理
要
綱
」
に
よ
り

道
路
管
理
者
が
承
認
す
る
形
式
と
な
っ
て
い

る
。

　
ま
た
桜
木
町
、
関
内
、
石
川
町
ル
ー
ト
の
プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
の
絵
タ
イ
ル
も
、
心
も
と
な
い
人

に
よ
り
盗
ま
れ
壊
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
の

使
用
さ
れ
て
い
る
絵
タ
イ
ル
は
四
二
種
類
、
一

四
三
一
枚
に
な
り
、
そ
の
ス
ト
ッ
ク
材
の
維
持

管
理
に
苦
心
し
て
い
る
。

　
特
に
特
注
品
の
場
合
は
、
今
後
そ
の
品
が
製

造
中
止
に
な
ら
な
い
か
ど
う
か
、
ま
た
少
数
量

で
も
製
造
可
能
か
ど
う
か
、
い
ろ
い
ろ
な
点
を

考
慮
し
て
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

　
地
下
埋
設
物
（
ガ
ス
管
、
水
道
管
等
）
に
対
し

て
道
路
の
「
掘
り
返
し
規
制
」
に
基
づ
き
、
施
工

さ
れ
た
後
あ
る
一
定
期
間
道
路
の
掘
削
を
禁
止

し
て
い
る
が
、
特
殊
舗
装
の
場
合
は
一
般
道
路

よ
り
も
そ
の
期
間
を
延
長
し
て
い
る
。
し
か
し

ガ
ス
漏
れ
、
漏
水
等
の
緊
急
時
で
も
原
形
復
旧

を
原
則
と
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
材
料
の
確

保
、
施
工
性
、
経
済
性
等
一
般
の
補
装
よ
り
難

点
を
強
い
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
行
政
サ

イ
ド
と
し
て
も
、
地
下
埋
設
物
件
者
に
対
し
、

種
々
の
問
題
点
を
解
消
す
べ
き
新
し
い
制
度
導

お
わ
り
に

　
以
上
の
よ
う
に
試
行
錯
誤
の
中
で
施
工
し
て

き
た
が
、
い
く
つ
か
の
検
討
す
べ
き
点
が
で
て

き
て
い
る
。

　
ま
ず
将
来
街
づ
く
り
を
推
進
す
る
上
で
、
個

性
あ
る
各
街
が
独
自
性
を
も
ち
つ
つ
、
い
か
に

都
市
全
休
の
中
で
協
調
す
る
か
と
い
う
こ
と
。

次
に
都
心
部
で
の
街
と
街
を
連
絡
さ
せ
る
交
通

動
線
を
、
視
覚
的
に
合
理
的
に
、
い
か
に
都
市

修
景
と
調
和
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
、
ま
た
バ

イ
コ
ロ
ジ
ー
と
人
と
の
共
存
の
方
法
、
小
鳥
や

魚
を
呼
び
戻
す
緑
豊
か
な
街
づ
く
り
の
中
で
、

人
と
自
然
の
か
か
わ
り
方
等
の
事
項
が
あ
げ
ら

れ
る
。

　
都
市
の
将
来
展
望
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
一
歩
一

歩
努
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

　
〈
道
路
局
中
土
木
事
務
所
工
事
第
一
係
長
〉

調査季報66―80.653

う
。
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